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繰り返す南海トラフ地震
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気象庁ホームページ
「地震発生のしくみ」から



ものをこわがらな過ぎたり、こわがり過ぎたり
するのはやさしいが、正当にこわがることはな
かなかむつかしい
寺田寅彦（1935（昭和10）年） 「小爆発二件」 （天災と国防より）

「地震の現象」と「地震による災害」とは区別して考え
なければならない。
現象の方は人間の力でどうにもならなくても、「災害」
のほうは注意次第でどんなにでも軽減されうる可能
性があるのである。

寺田寅彦（1935（昭和10）年） 「災難雑考」（天災と国防より）

寺田寅彦先生のことば
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高知ゆかりの偉人



☞地震（相手）を知る

過去の地震（東北地方太平洋沖地震の地震活動）
自然災害史跡や過去の記録

☞社会の取り組みを知る

ハザードマップ
地震や津波の情報
観測、調査研究

☞自分の取り組みを確認する

正当に（正しく）こわがるために
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東北地方太平洋沖地震
（最大クラスの南海トラフ地震と同程度の地震）
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地震発生時刻：平成23年3月11日14時46分
発生場所 ：北緯38度06.2分 東経142度51.6分 深さ24㎞
規模(Mw) ：9.0 最大震度：７
発震機構 ：西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

震度分布 断層すべり分布の推定
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東北地方太平洋沖地震の地震活動
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図の見方
地震の震源を表示
（発生後次第に色が薄くなり一週間で消える）
灰色は地震０ 、カラーは地震１以上の地震

累積回数をグラで表示

観測した最大震度

震度０

地震の累積回数

地震１以上の累積回数

マグニチュード
2011年1月～12月までの地震

（Ｍ≧4.0、深さ150㎞以浅）



東北地方太平洋沖地震の地震活動
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地震の累積回数
（約14,000回）

地震１以上の累積回数
（約4,300回）

地震を知る
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マグニチュード観測した最大震度

震度０

↑
7/11



②地震の2日前 ③地震の発生当日

④地震の発生１週間 ⑤地震の発生１ヵ月 ⑥地震の発生３ヵ月

①地震の発生前

本震後の震度１以上の地震は
200回程度/6時間

陸域に近い地震は震度を
観測しやすい

地震回数の累積の増加は低調 規模が大きな余震(震度１以上)
が震源域全体で発生

徐々に地震活動が減衰

地震の震源域内で
M7.3の地震が発生

南海トラフ地震であれば臨時情報に関係

全体的な規模は小さくなる

東北地方太平洋沖地震の地震活動
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更に地震活動が減衰
それでも活動は地震前と比べると活発

地震を知る
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標高2.5m

標高3.2m（安政）

標高9.8m（宝永）

昭和は１段目まで
達していない

宿毛市大島

鷣(はいたか)神社

＜参考＞
村上他（1996）四国における歴史津波（1605慶長・1707宝
永・1854安政）の津波高の再検討.自然災害科学,15-1,39-52

南海トラフ地震に伴う津波の高さは、
個々の地震でまちまち。

＜現在の津波予想（宿毛市大島周辺）＞
最大クラスの地震 ：5～10ｍ
発生頻度の高い地震：3～5ｍ
（安政南海地震クラス）

自然災害史跡や過去の記録
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↓石碑

↓石碑



津波浸水予測図
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高知県ホームページ「令和７年度高知県版南海トラフ地震による最大クラスの震度分布・津波浸水予想」から

https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2025100100137/

最大クラスの津波
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社会の取組



気象庁パンフレット「地震と津波」 一部変更・加筆

地震・津波の情報を発表するために
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2025年1月1日現在

南海トラフ
海底地震津波観測網（N-net）

気象庁・関係機関

約4,400

気象庁・関係機関

約1,800

気象庁・関係機関

約40

気象庁・関係機関

約420

24時間体制
東京・大阪の二拠点

これまでよりも
・地震を最大20秒早く
・津波を最大20分早く

直接検知できるようになった
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社会の取組
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地震が発生したら

地震本部地域講演会㏌高知
昭和南海地震から80年

気象庁リーフレット「南海トラフ地震 –その時の備え-」から
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自分の取組



地震に事前に備える
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資料のご案内
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本日のご説明で用いた気象庁の資料は気象庁ホームページでご覧頂けます。

【気象庁ホームページ】 https://www.jma.go.jp/jma/index.html

＜検索のキーワード＞

『南海トラフ地震について』
『リーフレット 南海トラフ地震』
『パンフレット 地震と津波』

これに加えて、次の資料もぜひ検索してご覧下さい。

『マンガ 南海トラフ地震』
『マンガ 津波フラッグ』

ここに
キーワードを書いて
検索して下さい
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おわりに
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寺田寅彦記念館（4歳～19歳まで過ごした邸宅を復元）

悪い年回りはむしろいつかは回ってくるのが自然の鉄則であると
覚悟を定めて、良い年回りの間に十分の用意をしておかなけれ
ばならないということは、実に明白すぎるほど明白なことであるが、
またこれほど万人がきれいに忘れがちなこともまれである。

寺田寅彦（1934（昭和9）年） 「天災と国防」 （天災と国防より）
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（参考）南海トラフ地震臨情報
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